
2007.11.18 Ｃ会例会 ６人 鈴鹿・奥の畑谷から清水頭 くもり 
登山口Ｐ 
 

桜地蔵 
 
833 登山口 919 桜地蔵 940 ツルベ谷出合 954
大シデ 1002 奥ノ畑谷  
 

ツルベ谷出合手前 
 
1115-1158尾根取付き部にて昼食 1223稜
線  1238-1251 清 水 頭  1356 大 峠 

1408-1414 ツルベ谷でコーヒー 1446 出

合 1503 桜地蔵 1539Ｐ 
 
 
 

奥ノ畑谷の巨木 
 
今日は福井・岩篭山の予定であったが、

冬型で雨模様ゆえ、天気がよいと予想

された鈴鹿に変更となった。 
晴れではなかったが、雨もなくどうに

か予定コースを行くことができた。 
紅葉の林道を進み、桜地蔵で本日の山

行の無事を祈願する。 



遥か綿向山を望みながら清水頭

に向かう 
 
ツルベ谷の出合で帰り道を確認

し、奥ノ畑谷の出合もやり過ご

し、大シデの観賞に。巨樹であ

り、近辺の黄葉とのマッチング

は最高であった。奥ノ畑谷は黄

葉のピークであり、コースもゆ

ったりとした上りゆえ、順調に

進む。 
稜線より鎌ヶ岳を望む 
 
稜線での昼食は無理との判断か

ら、尾根への取付き部で昼食と

した。大いに寒く、暖かい豚汁

は体を温めてくれた。雨乞岳と

清水頭のちょうど中間の尾根を

登る。きつい登りだが、20 分強

で稜線に。雨乞方面はガスがか

かっていたが、綿向方面の見通

しはよかった。 
清水頭 
 
笹の中を清水頭に向け進んだ。

ガスも上がり、雨乞岳も見える

ようになってきた。 
東は鎌ヶ岳、水沢岳、西は綿向

山、イハイガ岳、南は野洲川ダ

ム、仙ヶ岳、北東に雨乞岳。 
大峠への下りは相当きつく、雨

の日ならすべりまくりのコース。 
大峠からツルベ谷への下りは

ほとんど踏み跡もないが、ところどころにテープがあり、谷に案内してくれた。ここで温

かいコーヒータイムをとった。この谷道は踏み跡がところどころあり、かつ、テープもあ

り、概ね 30 分でツルベ谷出合に。林道の紅葉を楽しみながら帰路につく。 



大峠への枯葉の道             雨乞と直下の紅葉 
ツルベ谷の下り 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図 25000（地

図画像）及び数値地図 50ｍメッシュ（標高）を使用したものである。 
（承認番号 平１７総使、第２９０号） 
 
トップページはhttp://www7a.biglobe.ne.jp/~tilmame/ です。 
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